
太子町幼小中一貫教育の今をお伝えします
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各校での非認知能力を育む実践！

学習発表会を通した実践！ 磯長小編
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磯⻑⼩学校では３年ぶりに２学期、３学期の参観
で、それぞれ３学年が体育館で学習発表で⾏います。
２学期に学習発表をする学年は２・３・５年⽣です。
全学年のトップを切って１１⽉１５⽇（⽕）に５年
⽣が学習発表会の参観を⾏いました。発表内容は古
⽂・詩・英語の群読や合唱・合奏です。発表形式の
取組はコロナ以前から⾃⼰有⽤感を⾼める絶好の⾏
事として取り組んでいました。今年度はさらに、
⾮認知能⼒の育成という意識で取り組みました。
⼦どもたちにとって体育館という教室より⼤きな

所で発表をすることはとても緊張することです。し
かし、⽇頃みんなの前で⼤きな声を出すのが苦⼿な
児童も、みんなと⼀緒に練習を重ねるとどんどん⼤
きな声になり、練習も⼀⽣懸命取り組むようになり
ます。みんなが同じ⽬的に取り組むことの⼀体感が
それぞれの頑張りを⽣み出すよさがあります。

徳留宏紀さん（太子町非認知能力アドバイザー）

昨年度まで大阪府公立中学校勤務。今年度からは岡山大学大学
院で非認知能力について研究。

今回の５年⽣は発表の練習を始める前に、
それぞれ何を伝えたいのかを考えさせること
をしました。多くの⼦どもたちが「感謝」と
いう⾔葉をあげました。
続いて「感謝」を伝える発表とはどういう

ものかを考えるように伝えると、⼦どもたち
は練習で声の⼤きさだけでなく、きびきびし
た動作や姿勢のよさなどを⾃分たちで気をつ
けるようになりました。
⼀つのクラスでは発表前に今の気持ちを書

いてもらいました。内容は不安な気持ちを
持っていたり、わくわくした気持ちを持って
いたり様々でしたが、緊張感を持っており、
⾃分のことを⾒つめることができていました。
当⽇の発表はこちらが思っているより、群読
も合唱も合奏も素晴らしいものを保護者の⽅
に⾒てもらうことができました。また、発表
後に保護者からの感想をもらうことで、⾃分
たちの頑張りは、⼈を感動させ、喜んでもら
えるものになることを更に実感できたと思い
ます。⼦どもたちがそれぞれ保護者の⽅に
「感謝」を伝えることができたと思います。

5年⽣の実践

素晴らしい取り組みですね！
⼈への感謝は、他者の思いに
共感することから始まります。
まさに⾮認知能⼒のたまもの
ですね。


